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いきもの語り　（重症児デイ　オハナ・重症児デイアモ）　　

チェック項目 はい
どちらで
もない

いいえ 工夫している点や改善すべき点

事業所の設備等の設備について、バリ
ヤフリー化の配慮が適切に行なわれて
いる

20 0 0

車椅子の対応のエレベーターやトイレ、手すりなど工
夫されている。

職員の資質の向上を行うために、研修
の機会を確保している

20 0 0

月1回の事業所内研修やZOOMでの研修、訪問研修も
積極的に行っており、多数参加している。

活動プログラムが固定化しないよう工夫
している

20 0 0

一か月分のプログラムがカレンダーに一覧化され、固
定化を予防している。外部の講師による音楽療法や
ボランティアのアロママッサージ、リンパマッサージ、
絵本の読み聞かせなどで楽しんでもらってます。製作
やあそびの内容も色んな案を出して活動も楽しんでも
らっている。

支援開始前には職員間で必ず打合せを
し、その日行われる支援の内容や役割
分担について確認している

20 0 0

朝の常勤ミーティング、非常勤が来てからの昼ミーティ
ングを行っている。細かな所の変更や利用者の情報
は事前に伝え、ラインworksで職員全員に情報を共有
している。

日々の支援に関して正しく記録をとるこ
とを徹底し、支援の検証・改善につなげ
ている

19 1 0

カルテ記入用紙も見やすくてわかりやすいよう改善し
た。
記録を振りかえり、ケース会議を行い支援の検証、改
善につなげていく。個人のカルテは毎回記録し、いつ
でも閲覧できるようになっている。

日頃から子どもの状況を保護者と伝え
合い、子どもの発達の状況や課題につ
いて共通理解を持っている

19 0 0

事業所に来ていただいての面談や、連絡帳でのやり
取り、毎回の送迎時にお話しをさせてもらっている。ラ
インでの連絡も密に行っている。

下校時の子供の様子などを学校との情
報共有ができているか

18 2 0

学校迎えの時に一人ひとりの様子を聞くようにしてい
る。支援で分からないことや学校での支援方法を聞い
て参考にしている。

個人情報に十分注意している 20 0 0
定期的に職員にリスクマネジメントについてチェックし
ている。

緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、職
員や保護者に周知している

18 1 0

年度はじめにスタッフ、保護者に配布している。避難
訓練も年2回、緊急時対応の研修も行い,確認も行い、
スタッフ全員で周知するようにしてます。新しい職員に
対しても周知していきます。

ヒヤリハット・アクシデントをスタッフ間で
情報共有できている

20 0 0

すぐに情報を共有するとともに全体ミーティングでも問
題点の話し合いを行っている。
用紙に記入しミーティングでも伝えている。ファイルに
まとめてあり、いつでも閲覧できるようになっている。ラ
インworksでの情報共有も行い、スタッフ全員確認して
いる。

放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公


